











明治 15年-17年 (32-83) ...87巻6号






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































121 i芸妓稼約定ニ碁ク勘定不足金請求J(大阪控訴院、 M28・12.06判決) [初
審・和歌山地裁か]
民三部[明治]二八(子) [第]一一二号
判決原本
持訴人和歌山県和歌山市平氏無職業
打田国助
右全々県全市平民綿ネル尚
打田久楠
有全々県全市全丁全番地全番戸平民無職業
打出ハナ
右全々県全市全了全番地全香戸平民無職業
打田平助
守県全市全丁~番地全番戸平民無職業
打田ナヲ
右主名訴訟代理人弁護士
角谷大三郎
被控訴人兵庫県神戸市平民料理業
長沼吾市
右訴訟代理人弁護士
角谷格次郎
右当事者間ノ明治廿八年当院民事第三部(子)第百拾弐号芸妓稼約定ニ慕ク勘定不
足金請求事件ノ控訴ニイ寸当控訴院ハ判決スルコト友之如シ
[主文]
第一審判決ヲ廃棄シ被控訴人ノ請求ヲ棄却ス
202 
明治前期の芸娼妓関係判Jた(3)(村上)
訴訟費用第一一:審共被控訴人ノ負担トス
本件ノ事実ハ原判丈ニ摘示スル処ト全一ナルヲ以テ民事訴訟法第四百三十条ニ従ヒ
之ヲ引用ス控訴代理人ハ第一審判決ノ全部ヲ廃棄シ被控訴人ノ請求相立タストノ
判決受度一定ノ申立ヲ為シ ftツ甲三号乃至拾号証巾記載ノ花数ハ少クトモ「マサ」
カ売リタルモノナレトモ此他ニ附落過半アレハ之ヲ認メス而シテ甲弐号証中各項
ノ費用ハ「マサ」ノ稼高ニテ既ニ弁済シ今日ハ義務ナシ加フルニ右ノ費用ハ出訴期
限ヲ経過スルニ付控訴人ハ其挙証ノ責ナシト云ヒ被控訴代理人ハ本件控訴ハ楽却
ストノ判決受皮・定ノ申立ヲ為シ追加申拾弐号証乃至拾究号証ヲ提出セリ本件所
争ノ点ハ第-甲=号証乃歪拾号証ハ1正当ノ帳簿ナルヤ百第二甲弐号証中各項ノ費
用ハ出訴期限ヲ経過シタルヤ否第三「マサ」カ病気又ハ事故アリテ休業スルモ甲弐
号証中ノ稽古料衣装料ヲ摂訴人ハ支払フ可キ義務アルヤ存ヲ審究スルヲ必要トス
理出
第一甲三号証乃至拾号証ノ、持訴代理人ニ於テ「マサ」ヵ被持訴人ノ屈ニテ稼ギタル
花数ノ記載ナク其他多少ノ附落アリトテ之ヲ否認シ被控訴人モ該帳簿ハ「マサ」カ
白眉ニ於テ稼キタル花数ヲ他人ニ判然識別セシムル能ハスト明言シ然ラハ本訴計
算ノ基本タル花数ノ帳簿ハ被控訴人カ自己勝手ノ記入ニシテ信ヲ措クニ足ラス而
シテ甲拾壱号証ヲ以テ右ノ花数ヲ証明セントスルモ該証ハ春木基慶カ訟廷以外ニ
於テ為シタル無責任ノ証明ナレハ之ヲ以テ甲三号証乃更拾号証ヲ確ムルニ足ラス
又甲三号乃至七号証中「マサ」カ被控訴人ノ府ニ於テ売リタル花数ノ証トスル甲拾
弐号乃至桁丘号証モ控訴人ノ認メサル帳簿ニ付之ヲ以テ其花数ヲ証スルニ)iラス
第一て仮ニ被控訴人ノ計算ニ依リ金八百汁九円六衿五銭ヲ「マサ」ノ稼寓トスルモ甲
弐号証中ノ食料一日拾銭其日数式千四百拾五日分金弐百三に拾壱円五拾銭ハ山訴期
限規則第一条第四項ニ該当シ「マサ」カ被控訴人方ヲ去リタルハ明治廿七年五月十
六日ニシテ被投訴人カ本訴ヲ第一審ニ提起シタルハ会年十ニ月三日ナルヲ以テ既
ニ六ヶ月ヲ経過シタルコト明瞭ナリ故ニ有食料ノ弐百同拾壱円五拾銭ニ被控訴人
カ差引計算上不足ナリト称スル金三百同円廿八銭弐厘及本訴請求金弐百同拾五円
ト比例スレハ百七拾三円八拾七銭八康トナル此食料ニ付授訴人カ出訴期限ヲ経過
シタルモノトシ該規則ヲ援引スル以上ハ被控訴人ハ右食料ニ対シ「マサ」ノ稼高ヨ
リ業引クヲ得サルモノトス何ントナレハ若シ之ヲ業引計算スル時ハ出訴期限ニ擢
203 
法律論叢88巻1号
リタルモノカ何ホ被控訴人ニ請求権ノ存スルト全ーニ帰スレハナリ依テ被控訴人
ノ請求中弐千四百拾五日ニ相当スル食料ヲ出訴期限ニ樫リタルモノトスルヲ相当
ナリトス第三甲弐号証中衣裳損育料・ノ如キハ全予約ニシテ実際「マサ」ヵ病気又ハ
事故アリテ休業シ客ノ招キニ応セサル時ハ無論衣裳ヲ使用セサルニ付其損害料ヲ
支払フ口jキモノニアラス若シ被控訴人主張ノ如ク休業スルモ必ス一日廿五銭ノ損
害料ヲ支払ハシムルモノトスレハ牽モ損害ナキニ損害料ヲ求ムルモノニシテ無原
肉ノ請求ト云ハサルヲ得ス殊ニ明治廿五年四月六日ヨリ全年七月八日迄九十四日
間ハ被控訴人ノ都合上大阪ヨリ神戸ニ移転シタル為メ休業セリト被控訴人ニ於テ
自認セリ且ツ全号証中稽古料ノ如キモ前全様ニシテ実質ノ外控訴人ニ於テ支払フ
可キノ義務ナシ之ヲ要スルニ甲三号乃歪拾号証ヲ控訴人ニ於テ否認スルニ被控訴
人ハ該証ヲ確実ナリト認メシム可キ挙証ナキニ付被抑訴人ノ請求ハ不当ナリトス
右之想南ナルヲ以テ第一審判決ヲ廃棄シ前記主文ノ如ク判決スル所以ナリ
明治廿八年十一三月三円
大阪控訴院民事第三部
裁判長判事 掛下重次郎⑪
判事 久保潜蔵⑪
判事 高洲速太⑮
判事 佐川秀実⑮
判 西川 漸⑮
〔付記)校iEの過程で、判決年月日の誤読が判明したため、当初「芸娼妓関係判決
一覧Jに付した判決整理番号を改めた筒所がある。
また、本稿脱稿後に明らかとなった「芸娼妓関係判決」については、「追補」
編を予定している。
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